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【年通号数】公開・登録公報2011-004
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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成23年6月27日(2011.6.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ヒス束近傍にペーシングプロファイルを送達するためのペーシング装置であって、
　右心室および左心室のペーシングを行い両心室のうち少なくとも一つの同期を内因性の
活動に対して向上させるために心臓の右心室中のヒス束近傍の電極へ送達されるペーシン
グプロファイル信号を発生するように構成されたペーシングプロファイル発生器を備え、
該ペーシングプロファイルの信号によって、時間的に少なくとも一部が重なり、継続時間
がほぼ同一であり、且つ位相が異なる複数のパルスが送達される、ペーシング装置。
【請求項２】
　ＱＲＳ幅、断片化、およびＱＲＳに対する左心室の遅い活性化部位の電気刺激のタイミ
ングのうちの少なくとも一つに応じて、送達したペーシング信号の有効性を評価し、評価
した有効性に応じてペーシングプロファイルを調整するように構成されている、請求項１
に記載のペーシング装置。
【請求項３】
　ペーシングプロファイル発生器は、右心室の心尖から先端側の、隔膜壁に沿った位置に
正のパルスおよび負のパルスを送達するように構成されており、前記パルスは左右心室の
収縮を捕捉する、請求項１に記載のペーシング装置。
【請求項４】
　ペーシングプロファイル発生器は、抗頻拍ペーシングパルスとしてのパルスを送達する
ように構成されている、請求項１～３のいずれか一項に記載のペーシング装置。
【請求項５】
　ペーシング装置を制御する方法であって、右心室および左心室のペーシングを行い両心
室のうち少なくとも一つの同期を内因性の活動に対して向上させるために、右心室のヒス
束近傍の電極に少なくとも一つのペーシングプロファイル信号を送達する工程を含み、該
ペーシングプロファイル信号は、時間的に少なくとも一部が重なり、継続時間がほぼ同一
であり、且つ位相が異なる複数のパルスを含む、方法。
【請求項６】
　ＱＲＳ幅、断片化、およびＱＲＳに対する左心室の遅い活性化部位の電気刺激のタイミ
ングのうちの少なくとも一つに応じて、送達したペーシング信号の有効性を評価し、評価
した有効性に応じてペーシングプロファイルを調整する工程を含む、請求項５に記載の方
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法。
【請求項７】
　ペーシングプロファイル信号は、左右心室の収縮を捕捉するために右心室の心尖から先
端側の、隔膜壁に沿った位置に対する正のパルスおよび負のパルスを含む、請求項５に記
載の方法。
【請求項８】
　ペーシングプロファイルは、抗頻拍ペーシングパルス用のプロファイルである、請求項
５に記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１９３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１９３】
　上述の様々な実施形態は単に例示として提供されるものであり、本発明を限定するよう
に解釈されるものではない。上述の説明および例示に基づき、当業者には、本明細書に図
示および説明した例示的な実施形態および用途に厳密は従わずとも、様々な修正および変
更が行われ得ることが容易に認識される。そのような修正および変更は本発明の精神およ
び範囲から逸脱するものではない。
［発明１］
　心臓の左心室および右心室のペーシングを行う方法であって、前記右心室および前記左
心室のペーシングを行い、かつ前記両心室のうち少なくとも一つを再同期させるために、
前記右心室に配置されたリードを経由して少なくとも一つのペーシングプロファイルを送
達する工程を含む方法。
［発明２］
　前記送達する工程は、ＱＲＳ幅、断片化、遅いＬＶ活性化タイミング、自由壁と中隔壁
との機械的同時性、および有効スループット／圧力のうちの一つ以上によって示される心
機能を改善するために、心臓の部位にパルスを送達する工程をさらに含む、発明１に記載
の方法。
［発明３］
　前記少なくとも一つのペーシングプロファイルを送達する工程は、時間的に重なる複数
のパルスを送達する工程を含む、発明１に記載の方法。
［発明４］
　前記少なくとも一つのペーシングプロファイルを送達する工程は、時間的に重ならない
複数のパルスを送達する工程を含む、発明１に記載の方法。
［発明５］
　前記少なくとも一つのペーシングプロファイルを送達する工程は、タイミングおよび継
続時間がほぼ同一であるパルスを送達する工程を含む、発明１に記載の方法。
［発明６］
　電極は約５～６ミリメートル未満の距離だけ離間して配置される、発明１に記載の方法
。
［発明７］
　前記少なくとも一つのペーシングプロファイルは互いに位相が異なるパルスを含む、発
明１に記載の方法。
［発明８］
　前記少なくとも一つのペーシングプロファイルは時間的に重ならない複数のパルスを含
む、発明１に記載の方法。
［発明９］
　ペーシング電圧閾値を用いて、ペーシング電圧閾値未満の電圧における捕捉に対して心
機能を改善する工程と、
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　前記心機能の改善を実現するために極性が反対のパルスを送達する工程と、
　改善した心機能のために右心室中のリードから両心室ペーシングを行う工程と、
　ヒス束近傍の部位に極性が反対のパルスを送達する工程と、
　極性が反対のパルスを送達するために用いる電極で心筋を貫通することなく、電極によ
るヒスペーシングを行う工程と、
　極性の異なるパルスを送達するペーシングプロファイルと別のペーシングプロファイル
とを含む複数のペーシングプロファイルの発生および送達のうちの少なくとも一方を行う
工程と、
　ＲＶ（右心室）ペーシング位置から、中隔壁およびＬＶの自由壁の同期収縮を生じさせ
るペーシングプロファイルを送達する工程と、
　ヒス束近傍の部位にペーシングを行うことによって、先端側ＬＢＢＢ（左脚ブロック）
および広汎性ＬＢＢＢのうちの一つ以上を処置する工程と、のうちの少なくとも１つをさ
らに含む、発明１に記載の方法。
［発明１０］
　ＱＲＳ幅、断片化、遅いＬＶ活性化タイミング、自由壁および中隔壁の機械的同時性、
有効スループット／圧力、およびそれらの任意の組合せのうちの一つ以上によって示され
る心機能を改善するのに有用な心臓の部位にパルスを送達することによって、ペーシング
およびマッピングのうちの１つ以上を行う方法。
［発明１１］
　心機能を改善する、前記捕捉閾値を越えるペーシング（電圧）閾値を決定する工程と、
前記心機能の改善を実現するために極性が反対のパルスを送達する工程と、改善した心機
能のために右心室中のリードから両心室ペーシングを行う工程と、ヒス束近傍の部位に極
性が反対のパルスを送達する工程と、極性が反対のパルスを送達するために用いる電極で
心筋を貫通することなく、電極によるヒスペーシングを行う工程と、極性の異なるパルス
を送達するペーシングプロファイルと別のペーシングプロファイルとを含む複数のペーシ
ングプロファイルの発生および送達のうちの少なくとも一方を行う工程と、ＲＶ（右心室
）ペーシング位置から、中隔壁およびＬＶの自由壁の同期収縮を生じさせるペーシングプ
ロファイルを送達する工程と、ヒス束近傍の部位にペーシングを行うことによって、先端
側ＬＢＢＢ（左脚ブロック）および広汎性ＬＢＢＢのうちの一つ以上を処置する工程と、
のうちの少なくとも１つをさらに含む、発明１０に記載の方法。
［発明１２］
　患者のＱＲＳ幅を改善するための方法であって、患者のＱＲＳ幅を改善するように、右
心室において、右心室の心尖部から先端側の位置に電気信号を供給する工程を含む方法。
［発明１３］
　左心室の左脚ブロックを示す患者を治療するための方法であって、右心室および左心室
の同期収縮を生じるように、右心室において、右心室の心尖部から先端側の位置に電気信
号を供給する工程を含む方法。
［発明１４］
　前記左脚ブロックは先端側ブロックおよび広汎性ブロックのいずれか一つである、発明
１３に記載の方法。
［発明１５］
　患者の断片化を改善するための方法であって、
　患者の断片化を改善するように、右心室において、右心室の心尖部から先端側の位置に
電気信号を供給する工程を含む方法。
［発明１６］
　ＱＲＳに対する左心室の遅い活性化部位の電気刺激のタイミングを改善するための方法
であって、
　ＱＲＳに対する左心室の遅い活性化部位の電気刺激のタイミングを改善するように、右
心室において、右心室の心尖部から先端側の位置に電気信号を供給する工程を含む方法。
［発明１７］
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　心臓の拍動をそれぞれ捕捉する極性が反対の２つのパルスの組を含むペーシングプロフ
ァイルを用いる低電力ペーシングのための方法であって、
　ペーシングの閾電圧が増大したとの判定に応じて、前記二つのパルスの間の位相関係を
修正する工程を含む方法。
［発明１８］
　ヒス束近傍にペーシングプロファイルを送達するためのペーシング装置であって、
　心臓の右心室中のヒス束近傍に電極を提供するように設計されたペーシングリードと、
　前記電極へ送達されるペーシングプロファイル信号を発生するためのペーシングプロフ
ァイル発生器とを備え、前記ペーシングプロファイルは患者のＱＲＳ幅を改善する、ペー
シング装置。
［発明１９］
　ヒス束近傍にペーシングプロファイルを送達するためのペーシング装置であって、
　心臓の右心室中のヒス束近傍に電極を提供するように設計されたペーシングリードと、
　前記電極へ送達されるペーシングプロファイル信号を発生するためのペーシングプロフ
ァイル発生器とを備え、前記ペーシングプロファイルは患者の断片化を改善する、ペーシ
ング装置。
［発明２０］
　ヒス束近傍にペーシングプロファイルを送達するためのペーシング装置であって、
　心臓の右心室中のヒス束近傍に電極を提供するように設計されたペーシングリードと、
　前記電極へ送達されるペーシングプロファイル信号を発生するためのペーシングプロフ
ァイル発生器とを備え、前記ペーシングプロファイルはＱＲＳに対する左心室の遅い活性
化部位の電気刺激のタイミングを改善する、ペーシング装置。
［発明２１］
　右心室内のペーシング位置を決定するための方法であって、
　右心室中の位置へペーシング信号を送達することによって、ペーシング位置を評価する
工程と、
　ＱＲＳ幅、断片化、およびＱＲＳに対する左心室の遅い活性化部位の電気刺激のタイミ
ングのうちの少なくとも一つに応じて、送達したペーシング信号の有効性を評価する工程
とを含む方法。
［発明２２］
　ヒス束近傍にペーシングプロファイルを送達するためのペーシング装置であって、
　心臓の右心室中のヒス束近傍に電極を提供するように設計されたＲＶペーシングリード
と、
　心臓の左心室に電極を提供するように設計されたＬＶペーシングリードと、
　少なくとも二つのペーシングプロファイルを発生するためのプロファイル発生器とから
なり、第一ペーシングプロファイルはペーシング信号をＲＶペーシングリードに送達し、
かつ、ＬＶペーシングリードには送達せず、第二ペーシングプロファイルはＲＶペーシン
グリードおよびＬＶペーシングリードの両方にペーシング信号を送達する、ペーシング装
置。
［発明２３］
　感知位置を決定するための方法であって、
　心臓の冠状洞を通じて感知リードを進行させる工程と、感知リードは冠状洞への前記リ
ードの進入点に対して先端側に１つの端部を有することと、感知リードは複数の感知電極
を有することと、各電極は空間的に異なっており、かつ電気的に異なっていることと、
　心臓の特定の拍動について、先端側の電極と冠状洞への前記リードの進入点との間に配
置された複数の感知電極のうちの１つの電極が電気的な心臓の活性化を感知するより早く
、先端側の電極が電気的な心臓の活性化を感知することに応じて、感知位置を決定する工
程と、を含む方法。
［発明２４］
　心臓にペーシング信号を送達することによって心臓の心筋を捕捉するためのカテーテル
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であって、
　電気的なペーシング信号源とのインタフェースを行うための基端と、
　先端と、
　を備え、前記先端は、
　　心臓組織にカテーテルを取付ける固定機構と、
　　心臓組織にペーシング信号を提供するように各々個別にアドレス可能であり、固定機
構が心臓組織に取付けられているとき、物理的に心臓組織と接触するように構成された、
第１の電極および第２の電極と、を備える、カテーテル。
［発明２５］
　第１の電極および第２の電極のうちの一方は、導電性の有孔突起接触部を含む発明２４
に記載のカテーテル。
［発明２６］
　第１の電極および第２の電極のうちの一方は、導電性の有孔コーティングを含む発明２
４に記載のカテーテル。
［発明２７］
　固定機構は前記先端から延びる歯部を含む発明２４に記載のカテーテル。
［発明２８］
　第１の電極は固定機構であり、前記先端から延びる導電性歯部を含む発明２４に記載の
カテーテル。
［発明２９］
　先端と基端との間に配置された第３の電極をさらに備える発明２４に記載のカテーテル
。
［発明３０］
　先端近傍に配置された抗炎症性の送達デバイスをさらに含む発明２４に記載のカテーテ
ル。
［発明３１］
　患者の心臓の非同期症状を治療するための方法であって、
　心臓の右心室中の位置に少なくとも第１の電極を配置する工程と、
　右心室中の前記位置の少なくとも第１の電極を用いて、心臓の右心室および左心室の同
期収縮のために右心室および左心室のペーシングを行う工程と、
　前記配置は、内因性の活動に対する、患者のＱＲＳ幅、患者の断片化、およびＱＲＳに
対する左心室の遅い活性化部位の電気刺激のタイミングのうちの１つ向上することによっ
て決定されることと、を含む方法。
［発明３２］
　右心室から心臓のペーシングを行う方法であって、
　右心室の心尖から先端側の、隔膜壁に沿った位置に正のパルスおよび負のパルスを送達
する工程と、前記パルスは左右心室の収縮を捕捉することと、を含む方法。
［発明３３］
　右心室から心臓のペーシングを行う方法であって、
　２つの電極の各々へ１つのパルスを送達するように、２つのパルスを送達する工程と、
前記電極は空間的に互いに異なっていることと、各電極は右心室の心尖に、隔膜壁に沿っ
て配置されていることと、前記パルスは左右心室の収縮を捕捉することと、を含む方法。
［発明３４］
　患者にペーシング装置を移植するためのシステムであって、
　患者の心臓の右心室に配置するためのペーシングリードと、
　ペーシングリードによって送達されるペーシングに対し、感知した心機能を一致させる
ためのプロセッサと、を含むシステム。
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